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別添 
特定器材マスターファイル仕様の変更 

 
（注） 今回の変更部分については赤字で記載。 
 
１ 項番２７の後に、項番２８「変更年月日」、同２９「経過措置年月日」、同３０「廃止年月日」、同３１「別表番

号」、同３２「区分番号」及び同３３「ＤＰＣ適用区分」を追加。 
形  式 

項番 項 目 名 
モード 

最 大

バイト

項 目

形 式

内    容 

２８ 変更年月日 数字 ８ 固定  マスターの情報を変更した日付を西暦年４桁、月２桁

及び日２桁の８桁で表す。 
２９ 経過措置年月日 数字 ８ 固定  当該特定器材の経過措置年月日を西暦年４桁、月２桁

及び日２桁の８桁で表す。 
 なお、経過措置でない場合は「００００００００」で

ある。 
３０ 廃止年月日 数字 ８ 固定  当該特定器材の使用が可能な最終日付を西暦年４桁、

月２桁及び日２桁の８桁で表す。 
 なお、廃止特定器材でない場合は「９９９９９９９９」

である。 
 告示番号  特定保険医療材料及びその材料価格（材料価格基準）

に基づき付番する。 
 なお、材料価格基準に基づかないもの（酸素等）は「０」

である。 
３１ 別表番号 数字 ２ 可変  
３２ 

 
区分番号 数字 ３ 可変  

３３ ＤＰＣ適用区分 数字 １ 固定  当該特定器材が診断群分類（ＤＰＣ）点数表の所定点

数に含まれるか否かを表す。 
 ０：ＤＰＣ点数表に含まれる特定器材（包括評価対象）

 １：出来高部分で算定可能な特定器材 

 
２ 項番３４～同３６として「予備」を追加。 

形  式 
項番 項 目 名 

モード 
最 大

バイト

項 目

形 式

内    容 

３４ 予備 英数 １０ 可変  未使用：省略 

３５ 予備 英数 １０ 可変  未使用：省略 

３６ 予備 英数 １０ 可変  未使用：省略 

 


